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早島町社会福祉協議会 令和２年度事業総括 

 

➤本会の基本理念 
お互いが支えあい  安心して  幸せに暮らせる  住みよい地域をつくります 

 

➤本会の経営理念 
本会役職員は、基本理念に則り地域福祉事業の推進と介護保険事業の充実・発展を図るとともに、安定した法人

運営に心がけてまいります。 

 

➤本会の基本姿勢 
高齢化の進展と制度の複雑化は本会の経営に大きな影響がありますが、課題整理の契機として捉え、柔軟な組織運営によ

り、地域福祉事業と介護保険事業などそれぞれの連携が高まる法人運営を行ってまいります。 

地域福祉事業では、令和２年度改訂予定の「第２次地域福祉活動計画」の策定について、元年度の事業評価を踏まえると

ともに、早島町や関係団体との協働体制により住民ニーズを吸収し、地域支え合い活動、生活支援サービス、担い手育成等

が高まる計画づくりを進めてまいります。 

介護保険事業においても、令和２年度が次期介護保険等事業計画の策定年度であり、これまでの経営上の課題をしっかり

受け止め、事業間のいっそうの連携により次期計画期間に備えた収支の改善に努めてまいります。 

社協が進める地域福祉は、公的制度と互助活動等がより補完的な関係として求められており、車の両輪である行政とのパ

ートナー関係を強め、利用者や町民に良質で安心感のあるサービスや情報を提供してまいります。 

また、社会福祉法人に求められる地域貢献体制づくりや利用者のための環境改善はもとより、職員の働き方改革や感染予

防・衛生意識の向上を進め、組織の適正な規律のもと信頼される法人運営に努めてまいります。 

（令和２年度事業計画書より抜粋） 
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■社協・事務局重点項目（重点目標）及び達成度 

事務局重点項目（重点目標） 達成度 

１）第２次地域福祉活動計画の策定 

 昨年度に評価作業を終えた『はやしまほっとプラン』に

基づく５ヵ年の福祉活動の進捗状況の課題とその対応の

方向性に沿い、２次計画の策定を行う。同時策定となる早

島町の地域福祉計画へ、同プランや本会のコミュニティソ

ーシャルワーク機能を位置づける働きかけを行い、地域福

祉を進める官民の役割分担を明確にする。 

また、新たにモデル地区を指定し、課題の１つである「地

区における助け合いの仕組みづくり」のあり方を継続して

検証する。 

・前年度の評価で課題とされた内容分野から、新たに策定委員を

招聘。新型コロナウイルス感染症拡大防止措置の影響で、設置

が１カ月遅れたが、策定委員会（５回）を開催した。 

・同感染症の影響で住民福祉座談会を開催できず、1,000 名無

作為抽出の住民意識調査や児童等当事者を対象としたインタ

ーネット調査を代替実施。福祉団体や機関へのヒアリング調査

も含めた結果に基づき、部会（１０回）での課題や対策、策定

委員会で計画案を協議。早島町の地域福祉計画と歩調を合わ

せ、令和３年度から６カ年となる２次計画の策定を完了した。 

・２次計画策定中も『暮らしの応援団』による買い物サロンの拠

点拡大や『ほっとけんネット早島』によるフードバンク等の新

活動の後方支援を事務局として行った。       （A） 

２）総務業務の見直しと内部統制の再構築  

近年『ほっとプラン』推進に伴い業務が増大する中、

法人運営、施設管理等の総務、労務管理や経理事務、

地域福祉推進の業務を少人数の兼務で行う事務局に

おいて、マンパワー不足の状態が続いている。 

また、年間を通じ様々に並行する業務推進には、計

画性や住民との企画調整力、経験が問われ、職員が入

れ替わる中、育成に費やす時間が必要である。 

総務業務の分担を法人全体の中で見直し、事務局業

務のスリム化を進めるとともに、新体制における内部

統制の再構築を図る。 

・方針や目的に沿った業務遂行を心掛けるも、業務量とマンパワ

ーのバランスが悪く、解決には至らなかった。 

・職員の勤務形態を一部見直し、不安定な勤務状況は落ち着くも、

外部への報告事項等の対応遅滞が発生する状況は完全には解

決できず、引継ぎ（方法や適性）について課題を残した。 

・最も大切な仕事の基本「ホウレンソウ」の徹底を心がけ、「仕

事を円滑に進める、ミス・失敗をしない組織作り」を図る必要

性を大いに感じた。 

・施設の管理・地域活動者への指針を示し、感染症対策を十分に

行いながら事業を実施した 1 年となった。部署を超え職員が

協力し合い、安心・安全な職場作りに努めることができた。（C）                

＜達成度基準＞Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満） Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）  Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 
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■介護事業部 セクション別重点項目（重点目標）及び達成度 

 介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

居

宅

介

護

支

援 

１）専門性を活かした地域貢献 

介護支援専門員が個別支援で培った知識や経験を

活かし、在宅介護に関する情報発信ができるよう、

地域住民や在宅介護者の視点に立ったテーマ設定や

資料作成を行う。また、その資料を用い、介護支援

専門員が事務局と協働で主体的に地域の集いや福祉

活動者の会合へ出向き、情報発信を行うなど、地域

貢献をより意識した事業所づくりに努める。 

・福祉活動員分散定例会で、事例を使った介護保険制度・利用

について情報発信を行った。その他、生活支援や外出支援活

動の個別ニーズを積極的に事務局へつなげた。 

・下半期、給食サービス活動へプログラム提供（計２４回）を

行う。職員が地域の集いに主体的に参加することにより、事

業所の広報に努めた。また、専門的内容をクイズ形式でわか

りやすく提供することに努めた。事後に新たな相談対応につ

ながった。                   （Ｂ） 

２）緊急時に備えた体制整備と介護用具リサイ 

クル事業の新設 

一人暮らしや高齢夫婦世帯の利用者が増える中、

所在不明時の適切な初期対応や、介護者の体調不良

時の緊急対応が課題となっている。不測の事態への

リスク管理を強化すべく、想定されるリスクへの対

応策を講じていく。また、在宅介護を環境面から支

えるべく介護用具貸与事業の充実と共に、寄贈の申

し出を受けた介護用具の有効活用を目的としたリサ

イクル事業を立ち上げたい。 

・内部事例検討会を定期的に行い、情報共有を行った。 

・緊急時に備え、情報システムへ利用者の顔写真、緊急時連絡

手段を登録した。年度末の段階で未登録者がいるため、引き

続き登録作業の実施と習慣化を行う。 

・介護用具リサイクル事業について、年代を問わず福祉用具全

般のより多くのニーズをつなぎ合わせるべく、社会福祉法人

連絡協議会で今後検討行う予定。介護用具貸与事業について

は、利便性の向上に向けた手続きの見直しを行い、名称を「福

祉用具貸与事業」、呼称を「おたすけ福祉用具サービス（お

たふく）」に変更。ホームページ等で広報を図った。（Ｂ）  

＜運営状況総括＞ 

・要介護認定者の新規契約件数は、前年度比９件減の４５件。契約解除件数は５６件（前年度▲１１件）。新規相談が

例年より減少し、月平均請求件数は１７件減少し、１７０件であった。 

・契約解除件数の内訳は、入所２４件、永眠１７件、長期入院９件、軽度化（要支援）が６件。他は医療Ｓ移行等。 

・要支援認定者は新規に８件受入れ。１０件が契約解除し、内５件が重度化（要介護）、他は受託元へ移管等。 

∴令和２年度収支差引額：４３９千円（令和元年度収支差引額：１，４８８千円） 

＜達成度基準＞Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満） Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）  Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 
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 介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

１）新規利用者の獲得とサービス提供の見直し
による経営の安定化 

 ２年連続して厳しい経営状態になり、経営改善が 

第一優先課題となっている。広報活動を通じて新規 

利用者を獲得すると共に、利用者の現状やニーズに 

合わせたサービスの提供時間や利用回数の見直しに 

より経営改善を図る。また、感染症対策を徹底し、 

利用者が安心して利用継続できるように努める。 

 

・居宅支援事業者に空き状況を細目に伝え、他の事業所が好まな

い短時間の利用希望も積極的に受けいれると共に、既存の利用

者に対しては利用回数やサービス提供時間の見直しを行なっ

た。一時、黒字に転換出来ていたが、利用時間が長く利用回数

の多い方の入院や入所が相次いだことと、２月に新型コロナウ

イルス感染症対策で利用を控える方が複数名あったことで、赤

字決算となった。 

・感染症は、基本対策の徹底、活動ごとの手順の作成と見直しを

継続して行った。入浴介助もマスクを着用して行ない、利用者

家族には自宅での過ごし方について資料配布を行い、協力を得

た。結果、内部での感染症の発生は抑えられた。 （Ｃ） 

２）作業の効率化と働きやすい職場環境の整備 
 昨年度、業務時間の効率化を図るために記録支援 

ソフトを導入しましたが日々の業務に追われ十分に 

活用できませんでした。また、職員によって作業手 

順や一つの作業にかかる時間にばらつきがありま 

す。記録支援ソフトを十分に活用する事で記録にか 

かる時間の短縮化を図ると共に、作業のムリやムダ 

を洗い出し、業務の見直しを行ないます。時間と気 

持ちにゆとりを生むことで働きやすい職場を目指し 

ます。 

・記録用の支援ソフトの活用により、個人記録への入力が業務日

誌に反映されるようになり、日誌記録に当たっていた時間が削

減できた。 

・記録支援ソフトの使い方を設定どおりには使わず、入力する項

目を必要なものだけに絞り込み、それ以外は全て特変ページに

入力する事でページ切り替えにかかる時間を削減した。 

・職員間の作業のばらつきについては終業時のミーティングで話

し合い、職員全員が実施できるかどうかを基準に対応の方法を

決める事で標準化を図った。業務後の消毒等で終業時間が長く

なったため順番で定時退勤が出来る仕組みを作った。（Ｂ） 

＜運営状況総括＞ 

・通所介護と総合事業対象者をあわせた１日あたりの平均利用者数は２６．５人（前年度比＋０．６人） 

・入院や入所が相次いだことと新型コロナウイルス感染症による利用控えが影響し利用者の伸びが低迷した。 

∴令和２年度収支差引額：▲４７３千円（令和元年度収支差引額：▲４，０５８千円） 

 ＜達成度基準＞Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満） Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）  Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 
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  介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

1）新規利用者の獲得とサービス提供の見直しに
よる経営の安定化 
 本会ならではの住民主体の見守り活動や生活支援

活動と連携し、地域に密着した訪問介護サービスが

提供できる強みをアピールする手段を講じ、新規利

用者の確保を行う。また、現行の利用者に対する状

況の変化を把握し、必要に応じサービス内容や訪問

回数の見直しや、効率の良いシフト作成を行うこと

で経営改善に努める。 

・近隣の居宅介護事業所の利用者を含め積極的に新規利用者を

獲得した。 

・終了者の今年度の傾向として２６名のうち、死亡１１名、入

所７名、その他援助の必要がなくなった等の理由８名で、大

半が再利用になる見込みがなく収入減の大きな一因となっ

た。 

・常勤が訪問に出るようにシフトを組むように心がけたが、新

型コロナウイルス感染症の対策などに時間を割かれ思うよう

な成果につながらなかった。            （C） 

2 専門知識の向上と情報の共有による質の高い
サービスの提供 

増加する『認知症』『精神障害』の利用者への対

応として、引き続き研鑽を行い、質の高いサービス

提供ができるよう努める。また、今後必要とされる

『看取り』や関連する『医療知識』などの専門知識、

様々な『感染症』についても、内部研修での共有及

び対策を徹底し、安心できるサービス提供に努める。 

・難病の理解や精神障害の知識及び理解、認知症ついて内部研

修でヘルパー全体の研鑽を行ったが、新型コロナウイルス感

染拡大予防のため内部研修を５月まで中止していたため、看

取りの研修は行っていない。 

・新型コロナウイルス感染症について随時情報を入手し、マニ

ュアルの作成を行い、ヘルパー全員に周知した。 

・利用者にも感染防止のための対策をお願いした。    

（B） 

〈運営状況総括〉 

・今年度は新規契約が２４件あったが、中止･死亡･入所された方が２６件あった。新規の利用者は前年度より６件増え

ているが、終了者が新規数を上回ったことと、新型コロナウイルス感染症の影響による長期の利用休止が２件あり、

延べ訪問回数が要支援合わせて５２０回の減少となった。 

・障害福祉サービスは、移動支援が長期入院者や新型コロナウイルス感染症の影響により利用減になったが、居宅介護

はやや増加傾向となった。それに伴い訪問回数も昨年度に比べ１１７回増加となった。 

・介護保険外サービス事業は、定期利用者数に変化はなかったが、新規利用者（不定期利用）６名あり急な受診や入退

院の対応など柔軟に対応し、訪問回数が昨年度と比べ２６回増加した。 

∴令和２年度収支差引額：▲３，５６３千円（令和元年度収支差引額：▲３，０８５千円） 

＜達成度基準＞Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満） Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満）    

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満）    
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◆令和２年度事業実績 

Ⅰ．会務の運営 

１．役職員による法人運営 
〔１〕理事会の開催 
（１）要 点 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、理事会５回を開催した。 

   ∴本会の事業計画（１議案）および予算（当初予算１議案、補正予算４議案）、事業

報告（１議案）及び決算報告（１議案）、諸規程の制定及び改廃等の本会の運営に

おいて重要な案件（１２議案）について協議した。 

（２）実施結果 

開催日／出席数 決 議 事 項 

令和２年５月１２日（火） 

／理事１１名（１１名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員選任候補者の推薦に

ついて 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員会に諮る理事候補者

の選定について 

◇報告事項 

・事務局長募集について 

令和２年６月３日（水） 

／理事１１名（１１名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会令和元年度事業実績報告に

ついて 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会令和元年度一般会計収支決

算報告について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会職員在宅勤務規程の制定に

ついて 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会職員就業規則の一部を改正

する規則について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会職員給与規程の一部を改正

する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会計第1次補正予算

（案）について 

◇報告事項 

・感染拡大防止に伴う自粛活動等の今後の見込みについて 

・第2次地域福祉活動計画策定委員会について 

令和２年９月２９日（火） 

／理事１１名（１１名） 

／監事２名（２名） 

◇令和2年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会計第2次

補正予算（案）について 

◇協議事項 

・「働き方改革関連法改正に伴う関係規程等」 

（継続職員就業規則・嘱託職員賃金規程・登録ヘルパー賃金規程） 

◇報告事項 

・感染拡大防止に伴う活動自粛等の状況について 

・職員退職金制度について 
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令和２年１２月９日（水） 

／理事１１名（１１名） 

／監事 １名（ ２名） 

◇令和２年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会計第３次

補正予算（案）について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会嘱託職員賃金規程の一部を

改正する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会登録ヘルパー賃金規程の一

部を改正する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会継続職員就業規則の一部を

改正する規則について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員に諮る理事候補者の

選定について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会が設置経営する施設長等の

選任について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会資金運用責任者の任命につ

いて 

◇指名事項 

・社会福祉法人早島町社会福祉協議会常務理事の指名について 

◇報告事項 

・評議員選任候補者・理事選任規程内規について 

・令和２年度上半期決算概要について 

・感染拡大防止に伴う活動自粛等の状況について 

・福祉映画会について 

・「第２次地域福祉活動計画（ほっとプラン）」の策定状況につ

いて 

令和３年３月２３日（火） 

／理事１１名（１１名） 

／監事 ２名（ ２名） 

◇令和２年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会計第４次

補正予算（案）について 

◇令和３年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会事業計画（案）

について 

◇令和３年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会計当初予

算（案）について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会福祉用具貸出事業実施要綱

の制定（案）について 

◇報告事項 

・第２次早島町地域福祉活動計画について 

・共同募金運動の実績報告について 

・生活福祉資金貸付事業相談条項について 

 

〔２〕評議員会の開催 
（１）要 点 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、評議員会４回を開催した。 

   ∴本会の事業計画（１議案）および予算（当初予算１議案、補正予算４議案）、事業

報告（１議案）及び決算報告（１議案）、諸規程の制定及び改廃等の本会の運営に

おいて重要な案件（９議案）について協議した。 
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（２）実施結果 

開催日／出席数 決 議 事 項 

令和２年６月１９日（金） 

／評議員１８名（２１名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会令和元年度事業実績

報告について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会令和元年度一般会計

収支決算報告について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会職員在宅勤務規程の

制定について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会職員就業規則の一部

を改正する規則について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会職員給与規程の一部

を改正する規程について 

◇令和２年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会計

第１次補正予算（案）について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会理事の選任について 

◇報告事項 

・新型コロナウイルス感染防止に伴う自粛活動等の今後の見

込みについて 

・第2次「早島町地域福祉活動計画」策定委員会について 

令和２年１０月６日（火） 

／１７名（２１名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会令和2年度一般会計

第２次補正予算（案）について 

◇協議事項 

・令和２年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会「働き方改

革関連法案改正に伴う関係規則等」 

１ 継続職員就業規則 

２ 嘱託職員賃金規程 

３ 登録ヘルパー賃金規程 

・社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員選任候補者選出

規程（内規）について 

◇報告事項 

・感染拡大防止に伴う活動自粛等の状況について 

・共同募金運動について 

・共同募金運動について 

・社会福祉法人連絡協議会について 

・第1次地域福祉活動計画評価委員会について 

・理事等選任規程、及び選任規程内規の改正について 

令和２年１２月２１日（月） 

／１９名（２１名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会令和２年度一般会計

第３次補正予算（案）について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会嘱託職員賃金規程の

一部を改正する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会登録ヘルパー賃金規

程の一部を改正する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会継続雇用職員就業規



 

9 

則の一部を改正する規則について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会理事の選任について 

◇報告事項 

・評議員選任候補者選出・理事選任規程内規について 

・令和２年度上半期決算概要について 

・共同募金実施状況について 

・感染拡大防止に伴う活動自粛等の状況について 

・福祉映画会について 

・第２次地域福祉活動計画（ほっとプラン）の策定状況につ

いて 

・早島町社会福祉協議会が経営する施設長等の選任、資金運

用責任者の任命、常務理事の指名について 

令和３年３月３０日（火） 

／１７名（２１名） 

◇令和２年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会計

第４次補正予算（案）について 

◇令和３年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会事業計画

（案）について 

◇令和３年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会計

当初予算（案）について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会福祉用具貸出事業実

施要項の制定（案）について 

◇報告事項 

・第２次早島町地域福祉活動計画について 

・共同募金運動の実績報告について 

・生活福祉資金貸付事業相談状況について 

 
〔３〕評議員選任・解任委員会の開催 

（１）要 点 

   ・本会の定款に基づき、評議員選任・解任委員会1回を開催した。 

∴理事会において推薦された評議員候補者（１名）について審議し、選任した。 

 （２）実施結果   

開催日／出席数 決 議 事 項 

令和２年５月１２日（火） 

／委員３名 

◇評議員の選任について 

 

〔４〕内部監査の実施 

（１）要 点 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、監事会１回を開催した。 

   ∴本会の事業実績報告書により業務執行状況を、決算書及び諸帳票により財務状況の

監査を実施し、問題がなかったため監査報告書を作成した。 

（２）実施結果   

開催日／出席数 決 議 事 項 

令和２年５月２２日（金） 

／監事２名 

◇令和元年度事業実績状況（報告書）の監査 

◇決算（書）及び諸帳票の監査 
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〔５〕役員の先進地視察研修の実施  
（１）要 点 

   ・他市町村の住民主体の地区福祉活動先進地を視察し、本町における地区福祉活動の

あり方を検討する機会とするため、住民福祉関係者と合同で先進地社協へ視察研修

を行っている。 

（２）実施結果 

   ・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、開催を中止した。 

 
〔６〕人事管理制度の推進  
（１）要 点 

   ・平成２５年度から開始した人事管理制度の円滑な推進の為、第３者（コンサルティ

ング会社）の助言を受けながら、人事管理制度運用検討会を６回行った。 

   ∴働き方改革法の「同一労働同一賃金の原則」に従い、正職員と嘱託職員の役割の明

確化や嘱託職員の賃金体系の見直し協議を進めた。 

   ∴前年度に引き続き、介護部署の赤字解消に向けた各部署の目標数値を設定し、本会

議毎に状況を確認。事務局も補助金及び受託金内での事業執行に向け、光熱水費や

通信費を中心に、委託やリース契約、事務通信方法の経費見直しを実施、改善の成

果を挙げた。                    

（２）実施結果 

  ◇人事管理制度運用検討会（全８回） 

開催日／出席者数 協 議 事 項 

令和２年 ６月１６日（木） 

／１１名 

◇目標進捗状況の共有 

令和２年 ７月２１日（火） 

／１１名 

◇決算状況の分析と部署別目標数値化協議 

◇嘱託職員の賃金体系について 

令和２年 ８月１８日（火） 

／９名 

◇嘱託職員の賞与支給について 

◇正規職員と嘱託職員の役割の明確化について 

令和２年１０月 ５日（月） 

／８名 

◇正規職員と嘱託職員の役割の明確化について 

◇介護事業の収支状況 

令和２年１１月１６日（月） 

／１３名 

◇中間収支決算報告 

◇雇用形態別の役割の相違について 

令和２年１２月２４日（木） 

／１３名 

◇考課者研修（考課者や面接者の心得・ケーススタディー） 

 

令和３年 ２月２６日（金） 

／５名 

◇人事評価集計結果の調整 

 

令和３年 ３月２６日（金） 

／１０名 

◇人事評価集計結果の最終調整 

◇次年度の重点目標とフィードバック面接の状況確認 

 
〔７〕早島町内社会福祉法人連絡協議会の連携支援 
 （１）要 点 

     ・社会福祉法改定に伴い、昨年度設立した町内の社会福祉法人の連携組織の事務局と

して、同協議会活動の支援を行った。 
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  ∴新規事業として、生活困窮者への食材提供支援（フードバンク）を開始した。 

∴新規事業として、青少年育成団体活動への車両貸出の試行を開始した。 

（２）参加法人名（運営施設名） 

①社会福祉法人 戸川児童福祉会（早島保育園） 

②社会福祉法人 中野社会福祉協会（かんだ保育園・わかみや保育園） 

③社会福祉法人 敬仁会（特別養護老人ホーム白亜館・デイサービスセンター白亜） 

④社会福祉法人 リンク（早島地域生活支援センター・ヒトノワ・Ｗith広場早島） 

⑤社会福祉法人 早島町社会福祉協議会（事務局・居宅介護支援センター・デイサービ

スセンター・ホームヘルパーステーション）  

※④「社会福祉法人 リンク」は、オブザーバーとして参画。 

   （３）実施結果    

開催日／出席者数／会場 協 議 事 項 

総会 

令和２年 ９月３０日（水） 

／１３名／オアシス早島 

◇令和元年度事業報告及び決算について 

◇令和２年度事業計画及び予算について 

 

幹事会 

令和２年１２月 ９日（水） 

／１２名／オアシス早島 

◇会計について 

◇試行事業の進捗状況について 

 

Ⅱ．地域福祉事業 

１．広報事業活動の推進 
〔１〕社協だより発行 
（１） 要 点 

・町民に対する社協活動や住民福祉活動等の情報提供手段として、広報誌「はやしま

社協だより」を年４回発行。 

∴部署により情報発信に差があるが、福祉啓発の根本となる広報の重要性を全体で再

共有する必要がある。 

（２）発行実績 

◇第１１７号（夏 号） 令和２年 ６月下旬発行（５，２００部） 

◇第１１８号（秋 号） 令和２年１０月下旬発行（５，２００部） 

◇第１１９号（新春号） 令和２年１２月下旬発行（５，２００部） 

◇第１２０号（春 号） 令和３年 ３月下旬発行（５，２００部） 

 
〔２〕ホームページによる福祉情報の発信 
（１）要 点 

・地域福祉活動計画（ほっとプラン）に基づき、町内の福祉活動や本会の事業活動を

ホームページにより効果的に発信した。 

・町内の福祉活動や本会の事業活動を Facebookによりリアルタイムに発信した。 

∴部署により情報発信に差があり、福祉啓発の根本となる広報の重要性を全体で再共

有する必要がある。 
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（２） 実施結果 

  ○Facebook年間投稿記事数  

発信部署 発信件数（前年度比） 

事務局 ５３件（＋３件） 

居宅介護支援センター ５件（±０件） 

デイサービスセンター ０件（▲４件） 

ホームヘルパーステーション ０件（±０件） 

合 計 ５８件（▲１件） 

 

〔３〕地域福祉活動計画の策定○新  
 （１）要 点 

     ・民間の福祉活動行動計画である地域福祉活動計画（ほっとプラン）の改定作業を行

う。 

     ・地域の住民福祉団体・地縁組織や保健・医療・福祉関係機関、行政関係機関、学識

経験者、ボランティア・当事者組織等から選出された２０名の委員と２名の顧問に

よる策定委員会を５回開催した。 

     ∴パブリックコメントを経て、年度末に答申式を実施。改定作業を無事終えた。 

（３） 実施結果 

 ①策定委員会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

②福祉活動者へのヒアリング調査の実施 

調査時期 令和２年８月１７日（月）～９月１日（火） 

調査手法 郵送調査／調査シートを団体代表者へ郵送し、記入後に郵送返信。 

調査対象者 【個人】９３名 

Ａ.自治会長２８名 Ｂ.自主防災会長２２名 Ｃ.民生委員２１名 

Ｄ.主任児童委員２名 Ｅ.単位老人クラブ会長２０名 

【団体】５３団体 

Ｆ.地域福祉関係団体（３団体）Ｇ.福祉ボランティアグループ（９団体） 

Ｈ.地域福祉活動団体（３２団体）Ｉ.福祉当事者組織（６団体） 

Ｊ.福祉関係団体（６団体） 

 開催年月日 内 容 参加者数 

第１回 令和２年 ７月２０日（月） ◇活動計画の主旨説明 

◇１次計画実施状況と評価結果説明 

２２名 

第２回 令和２年 ８月下旬 ◇住民意識調査及びヒアリング実施 

計画の協議 

※感染症対策により書面決議 

２２名 

第３回 令和２年１１月２６日（木） ◇住民アンケート調査等結果報告 

◇早島町の強みと弱みの協議 

※部会扱い 

１３名 

第4回 令和３年 ２月１８日（木） ◇２次計画策定の骨子及び体系図、 

計画素案の協議 

２０名 

第5回 令和３年 ３月１１日（木） ◇２次計画素案の協議 ２２名 
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設問数及び

内容 

１８問 

①ボランティアや福祉活動の経験や内容     

②ボランティアや福祉活動を通じ感じる課題や要望   

③福祉活動を進める環境と日常生活を通じた支援対象者や困りごと 

④第１次計画の課題への対応策や社会福祉協議会へのご意見（ご提案） 

回答率 ７８．６％（９６票／１２２票）※重複２４票（名）を除く 

    ③福祉専門職へのヒアリング調査の実施 

調査時期 令和２年８月１７日（月）～９月１日（火） 

調査手法 郵送調査／調査シートを事業所代表者へ郵送し、記入後に郵送返信。 

調査対象者 【福祉施設】２５施設･事業所 

Ａ.児童関係４施設･事業所 Ｂ.介護関係９施設･事業所 

Ｃ.障がい者関係１２施設･事業所  

【福祉関係機関施設】５機関 

Ｄ.行政関係４機関 Ｅ.教育関係１機関 

【医療関係機関】７機関 

Ｆ.病院･診療所４機関 Ｇ.薬局３機関        

設問数及

び内容 

１８問 

①業務内容     

②業務を通じ把握する地域生活の課題と解決のための取り組み  

③地域福祉活動への町民参加や活動を支援する取り組み 

④社会福祉協議会への意見･提案 

回答率 ８２．４％（２８票／３４票）※重複３票（事業所）を除く 

④住民の福祉活動に関するアンケート調査の実施 

調査時期 令和２年１０月１日（木）～１４日（水） 

調査手法 郵送調査／アンケート調査票を対象者に郵送し、記入後に郵送返信。 

調査対象者 Ａ．早島町全域／２０歳以上の町民／１，０００名 

Ｂ．福祉活動員７９名 

対象抽出 

方法 
無作為抽出 

設問数及び

内容 

３０問（選択式２８問／記述式２問） 

①回答者属性について 

②地区内の近所づきあいや地区の状況について 

③回答者や家族の困りごとや福祉活動の進め方について 

④早島町全体の福祉や社会福祉協議会、「ほっとプラン」について 

回答率 ４１．９％（４５０票／１，０７２票）※重複７票（名）を除く 

    ⑤インターネットによる調査の実施 

調査時期 令和２年１０月１２日（月）～２３日（金） 

調査手法 インターネット調査／調査対象関係機関等経由で調査案内チラシ配布。 

調査対象者 早島町内の 

Ａ.児童生徒及び保護者、Ｂ.障がいがある方、Ｃ.外国人 

設問数及び

内容 

１７問 

①回答者属性について 
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②生活上や他者とのコミュニケーション等における困りごと 

③相談相手、受けたいサポート、近所づきあいや支え合い 

④住んでよかったと思えること、幸福度 等 

回答数 ３３票 

⑥部会の開催 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔４〕早島の匠ミニギャラリーの開催 
（１）要 点 

・地域福祉センターオアシス早島１階ロビーを活用し、町内住民やグループによるミ

ニ作品展を開催している。 

（２）実施結果 

   ・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、開催を中止した。 

 
２．会費・寄付・募金の収受 

〔１〕住民会員・会費の募集 
 （１）要 点 

     ・社会福祉に関心を有し、本会の趣旨・事業に賛同した個人又は団体等の会員を募る

ものである。本年度の結果は下記のとおりとなった。 

∴特定団体からの会費であり、広く会費を募集する方法を検討する必要がある。 

（２）実施結果 

区  分 会員数 口 数 金  額 

賛助会費・団体 ３４件 １口 ６８，０００円 

合  計 ３４件 １口 ６８，０００円 

 
〔２〕一般寄付等の受納 
 （１）要 点 

     ・一般寄付・満中陰志を受納し、その寄付金を地域福祉推進のための事業を実施する

ほほえみ基金事業の原資となる基金へ積立てを行った。 

     ∴一般寄付は５件（前年度比＋３件）、満中陰志６件（前年度比▲５件）となった。 

  

 

 開催年月日 部会名 参加者数 

第１回 令和 ２年１１月２６日（水） 第３回策定委員会 １２名 

第２回 令和 ２年１２月１５日（木） 交流活動部会① １３名 

第３回 令和 ２年１２月１８日（金） 社会貢献部会 ７名 

第４回 令和 ２年１２月２４日（木） 児童福祉教育部会 ５名 

第５回 令和 ３年 １月 ８日（金） 交流活動部会② ２２名 

第６回 令和 ３年 １月１２日（火） 障がい児福祉部会 ４名 

第７回 令和 ３年 １月１２日（火） 障がい者福祉部会 ９名 

第８回 令和 ３年 １月１５日（金） 福祉コミュニティ部会 １１名 

第９回 令和 ３年 １月２１日（木） 福祉啓発部会 １０名 

第１０回 令和 ３年 １月２５日（月） 生活支援活動部会 １１名 
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（２）寄付金実績 

区  分 件  数 金  額 

一般寄付 ５件 ８１，５４２円 

満中陰志 ６件 １４０，０００円 

合  計 １１件 ２２１，５４２円 

 
〔３〕共同募金運動（赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金）の推進 

（※岡山県共同募金会-早島町共同募金委員会事務） 
（１）要 点 

  ・地域福祉の推進という目的のもと、共同募金の役割や使い道の周知を図り、「じぶ

んの町を良くするしくみ。」をテーマに様々な募金活動による呼びかけを行う。ま

た、共同募金の適正かつ効果的な助成や配分により、地域課題の発見や新たな支え

合い構築など福祉活動を支援する。 

  ∴赤い羽根共同募金の募金実績は、前年度よりも増額となったが、新型コロナウイル

ス感染拡大の影響を受け、街頭募金とイベント募金は、大きく減額となった。外部

イベントへの参加だけではなく、単独で実施できる新企画を検討する必要がある。 

（２）実施結果 

  ①赤い羽根共同募金実績 

募金種別 募金額内訳 前年度比 

戸別募金 １，００８，４１５円 １２，２６３円 

街頭募金 ４，２６３円 ▲１０，４２８円 

学校募金 ４４，２５２円 ７，０４２円 

個人募金 ２０，０００円 １０，０００円 

法人募金 ３６５，４１４円 ３９，６４５円 

イベント募金 ０円 ▲１１，６７０円 

職域募金 １２７，６００円 ２４，５６３円 

その他の募金 ７０，６２９円 １８，４２８円 

通帳利息 １４円 8円 

 １，６４０，５８７円 ８９，８５１円 

②歳末たすけあい募金実績 

募金種別 募金額内訳 前年度比 

戸別募金 ９５１，６１４円 ▲７９７円 

個人募金 ０円 ０円 

その他の募金 ０円 ０円 

通帳利息 ２円 １円 

 ９５１，６１６円 ▲７９６円 

③共同募金運動推進活動 

開催日 行事名 募金実績 

令和２年 ９月９日（水） 早島中学校街頭募金 ０円 

令和２年１０月１日（木） 早島駅前街頭募金 ３，３２８円 

令和２年１０月１日（木） マルナカ早島店前街頭募金 ９３５円 
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３．住民参画型生活支援活動の推進 
〔１〕外出支援活動の検討 
（１）要 点 

 ・地域福祉活動計画（ほっとプラン）に基づき、平成２７年度末から開始した町内の

高齢者や障がい者の社会参加の促進を目的とした外出支援活動の検討を継続実施。 

 ・福祉有償運送事業とサロン活動や給食サービス活動参加者の送迎活動について実施

状況の共有を行った。 

 ∴実利用団体数は、不定期利用のサロンからの要望が減少（前年度比▲３団体）。 

給食サービスは、新規追加（１団体）があった。 

∴新型コロナウイルス感染防止対策で２月下旬からのサロンや給食サービスが中止と

なり、延べ運行回数（前年度比▲５回）は減少した。 

（２）外出支援活動検討会の開催 

開催日 主な検討事項 

令和 ２年 ４月２１日（火） ・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、開催中止。 

令和 ２年 ５月１９日（火） ・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、開催中止。 

令和 ２年 ６月２９日（月） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

令和 ２年 ７月２１日（火） ・外出支援活動の趣旨確認、登録車輌の増車について 

令和 ２年 ８月１８日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

令和 ２年 ９月１５日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

令和 ２年１０月２０日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

令和 ２年１１月１７日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

令和 ２年１２月１５日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

令和 ３年 １月１９日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

令和 ３年 ２月１６日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

令和 ３年 ３月１６日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

（３）サロン等送迎活動実績 

  ○実利用団体数；６団体 

[内 訳]サロン；０団体（▲３団体）、給食サービス；６団体（±０団体） 

  ○延べ運行回数；１５６回（▲３２回） 

  ○延べ利用者数；８５３名（▲１０２名） 

 
〔２〕暮らしの応援団活動の支援 
（１）要 点 

・ゴミ出しや買い物支援など、高齢者世帯等における生活課題に対応すべく、昨年度

組織化した住民主体の生活支援活動団体の試行活動の充実を図る検討や調整、活動

者募集を行う。 

∴町域での定期活動延べ利用件数（前年度比＋１１件）及び不定期活動延べ利用件数（前

年度比＋１４件）がそれぞれ前年度から増加した。 

∴自治会と協働の移動スーパーの誘致による「買い物サロン」活動の拠点拡大に向け、

８月に説明会を設け、１１月から新拠点拡大を図り、登録応援団員の活動参画が増加

（新規１２名）。２６拠点まで拡大後、統廃合により年度末には２３拠点に整理され

た。 
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（２）生活支援活動実績 

  ○定期活動     

支援内容 実利用者数 延べ利用件数 実活動者数 延べ活動者数 備 考 

ゴミ出し ５名 ２４１件 ３名 ２６４名 原則：可燃物 

買い物代行 １名 ２６件 ２名 ２６名 独居高齢 

食事づくり ０名 ０件 ０名 ０名  

話し相手 ０名 ０件 ０名 ０名  

合 計 ６名 ２６７件 ５名 ２９０名  

○不定期活動     

支援内容 実利用者数 延べ利用件数 実活動者数 延べ活動者数 備 考 

付添い支援 ５名 ７件 ０名 ７名 買い物･病院 

家屋内整理掃除 ６名 ８件 １４名 １９名 可燃･不燃物･資源物 

家屋等修繕 １１名 １６件 ６名 ２９名 電灯取替･網戸取替等 

庭･植栽整備 ６名 ９件 １６名 ２６名 花植替･畑整備･木伐採等 

合 計 ２８名 ３８件 ３４名 ８１名  

○地区活動（買い物サロン） 

地区名 購入者数 開催回数 実活動者数 延べ活動者数 備 考 

金 田 ５１７名 ５２回 ５名 １５６名  

塩 津 ８５５名 ５２回 ５名 １９３名  

長 津 １４１名 ５２回 １名 ２６名  

片 田 ３２１名 ５３回 ２名 ８２名  

ニュー早島 ２５２名 ５２回 ２名 ７４名  

備南台 ７４名 ５２回 １名 ５２名  

真磯台 １１５名 ５２回 ４名 ２４名  

噂 島 １５２名 ５２回 １名 ４名  

宮 崎 ４６２名 ５２回 ４名 １３０名  

日笠山 １１２名 ２１回 ４名 ４３名 １１月７日から新設 

三軒地 １７３名 ２２回 ４名 ６６名 １１月３日から新設 

畑 岡 １１２名 ２２回 １名 ２１名 １１月３日から新設 

下 野 ５４名 ２０回 ２名 ２２名 １１月７日から新設 

塩 地 １３３名 ２０回 ２名 １７名 １１月５日から新設 

無 津 １８２名 ２０回 ２名 ２５名 １１月５日から新設 

大 池 ９８名 ２０回 １名 １９名 １１月５日から新設 

久々原 １３７名 ２０回 ２名 ３９名 １１月７日から新設 

下 野 ５４名 ２０回 ２名 ２２名 １１月７日から新設 

市 場 ２７９名 ２０回 １名 １１名 ６月１０日から新設 

矢 尾 ２３１名 ３５回 ０名 ０名 ９月９日から新設 

中 山 １１９名 ３０回 １名 ３４名 ６月１０日から新設２月２７日まで 

前 潟 １９８名 ３６回 ３名 ７６名 ６月１０日から新設２月２０日まで 

下前潟 １４８名 ３７回 １名 １２名 ７月８日から新設 

舟 本 １８５名 ４２回 ０名 ０名 １１月３日から新設 
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小 浜 ２７７名 ４１回 ０名 ０名 ６月１０日から新設 

頓 行 ２８８名 ４１回 ０名 ０名 ６月１０日から新設 

合 計 5,669名 ９３６回 ５１名 1,148名  

 
〔３〕暮らしの応援カフェの運営支援 
（１）要 点 

・ゴミ出しや買い物等の町民同士の支え合いの活動について、「はやしまほっとプラ

ン」の指針の検証と試行を住民目線で行いながら、現実的な生活支援活動を模索す

る茶話会を開催する。原則として毎月１０日に開催。 

∴新型コロナウイルス感染拡大防止対策で、８月にカフェを再開した後は偶数月の開

催とした。 

∴本会事務局で導入したスマートフォンのＳＮＳ機能（ＬＩＮＥ）を活用し、応援団

員と常時情報共有ができる仕組みを構築。定例会の回数は減ったが、情報共有頻度

や速度は上がった。 

 （２）茶話会等開催実績 

開催日／参加者 主な検討事項 

令和２年 ４月１０日（金） ・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、開催中止。 

令和２年 ５月 ８日（金） ・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、開催中止。 

令和２年 ６月１０日（水） ・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、開催中止。 

令和２年 ７月１０日（金） ・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、開催中止。 

令和２年 ８月２１日（金） 

／住民１４名・専門職１名 

・買い物サロン連絡会 

・既存サロンとの情報共有と新設サロンの日程調整 等 

令和２年 ９月１０日（木） ・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、開催中止。 

令和２年１０月 ９日（金）

／住民２４名・専門職２名 

・地区連携協議、試行活動報告・募集 等 

令和２年１１月１０日（火） ・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、開催中止。 

令和２年１２月１０日（木）

／住民２１名・専門職２名 

・忘年会、試行活動報告・募集 等 

令和２年 １月 ８日（金） ・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、開催中止。 

令和３年 ２月１０日（水）

／住民２７名・専門職２名 

・勉強会（生活困窮者）、試行活動報告・募集 等 

令和３年 ３月１０日（水） ・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、開催中止。 

（３）参加者数 

○実参加者数：住民３５名・専門職名４名 

○延べ参加者数：住民１０４名・専門職８名 

 
４．福祉活動員活動の支援 
〔１〕福祉活動員協議会活動の支援 
 （１）要 点 

・各自治会町内会から選出された「福祉活動員」７９名で組織する「福祉活動員協議

会」の事務局として、福祉活動員の活動支援を行った。 

∴新型コロナウイルス感染拡大防止対策で総会を書面決議で行い、定例会を分散定例

会に変更し、１５回開催。 
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∴例年年度初めの実施する「福祉マップ」の更新は、民生委員と福祉活動員で把握する情

報をもとに作成した。 

∴年間に渡り、積極的な見守り活動が出来なかったこともあり、期末アンケートでは、

例年に比べ、近所づきあいや福祉活動の必要性の認識度がやや低かったが、今後の

福祉活動に向けては、協力意識の高まりを感じられる結果となった。 

 （２）定例会等開催実績 

開催日／参加者等 活動区分 主な内容等（研修テーマ） 

令和２年 ４月／書面決議 総会 活動計画・予算の確認、役員の選任 

令和２年 ６月１１日（木） 

／６３名 ６月１５日（月） 

     ６月１７日（水） 

     ６月１８日（金） 

     ６月２５日（木） 

     ６月２６日（金） 

分散 

定例会 

・社会福祉協議会事業と福祉活動員の役割 

・町内相談機関の紹介 

★意見交換（民生委員との意見交換） 

『福祉マップ更新について』 

『夏季友愛訪問について』 

令和２年 ７月～ 実践活動 夏季一斉友愛訪問活動 ※中止 

令和２年 ９月１８日（金） 

／５７名 ９月２３日（水） 

     ９月２４日（木） 

分散 

定例会 

事例から学ぶ介護保険制度 

令和２年１０月１４日（水） 

／２４名 

交流会 グラウンドゴルフ交流会 

令和２年１１月 ２日（月） 

／４８名    ４日（水） 

        ５日（木） 

分散 

定例会 

高齢者の特徴とコミュニケーションについ

て 

令和２年１２月１日～１３日 実践活動 年末大掃除活動（７５歳以上高齢者世帯等） 

令和３年 ２月２４日（水） 

／３７名   ２５日（木） 

       ２６日（金） 

分散 

定例会 

今年度の振返りと次年度活動について 

（３）期末アンケート結果［抜粋］ 

［設問］近隣づきあいや福祉活動の必要性に対する認識について 回答者数 回答率 

大変重要と考えるようになった １０名 １５.９％ 

必要性の認識が高まった ３３名 ５２.４％ 

何となく必要性を感じた １８名 ２８.６％ 

必要性を感じない １名 １.６％ 

未選択 １名 １.６％ 

［設問］今後の福祉活動について 回答者数 回答率 

できるだけ地区や町内の福祉活動に協力していきたい １３名 ２０.６％ 

要請があれば地区や町内の福祉活動に協力していきたい １８名 ２８.６％ 

できる範囲で近所づきあいを大切にしていきたい ３１名 ４９.２％ 

あまり近所づきあいはしたくない ０名 ０％ 

未選択 １名 １.６％ 

   ※アンケート回収率：７９.７％（６３名／７９名） 
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５．地区福祉活動の推進 
〔１〕高齢者給食サービス活動の推進 

（１）要 点 

  ・独居や高齢者世帯、障がい者等を対象として、給食ボランティアグループがバラン

スのとれた食事とふれあい交流の場を提供する。 

  ・食材費等の助成や、活動を支援するためのアドバイスを行う。 

  ・ボランティア同士の活動に関する情報共有を目的とした連絡会や衛生管理指導（チ

ェック表の運用、衛生用品の支給等）を継続して行う。 

 ∴令和２年４月から８月までは、岡山県内での新型コロナウイルスの感染拡大のため

活動を中止した。９月下旬から、会場でのレクリエーションと購入した業者弁当を

持ち帰ってもらう方法に実施内容を変更して再開し、感染症対策を意識しながら実

施した。 

∴コロナ禍における活動の検討とグループ間での情報共有を目的に連絡協議会を４

回開催。３回目には薬剤師会の講師を招きコロナウイルスに関する理解を深めた。 

（２）活動実績 

団体名 利用者数 提供者数 延べ実施回数 延べ利用者数 延べ提供者数 

クローバー １４ ５ １３ １４３ ５９ 

コスモス ２１ １３ １３ １６４ ８０ 

スプリング ２１ ５ １３ １９４ ５８ 

たんぽぽ １９ ９ １３ １２４ ７１ 

マスカット １８ ６ １３ ２２３ ７２ 

ひまわり会 １８ ６ １２ １９２ ５９ 

スマイル若宮 ３０ ２２ １３ ２７６ ９８ 

市場撫子の会 １９ ８ １３ ２０９ ６２ 

合計：８団体 １６０ ７４ １０３ １，５２５ ５５９ 

（３）連絡会等開催実績 

  ①第１回／給食ボランティア連絡協議会 

開催年月日 令和２年８月２１日（金） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室 

参加者 ２２名（８グループ） 

内 容 ・協議（「高齢者等給食サービス事業」活動再開へ向けた提案等） 

・事務連絡（助成金の取り扱い、エプロンの配布等について説明） 

  ②第２回／給食ボランティア連絡協議会 

開催年月日 令和２年９月２８日（月） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室 

参加者 ２０名（８グループ） 

内 容 ・協議（９月の試行開催についての情報共有、下半期の活動内容等） 

・事務連絡（上半期と下半期の助成金の取り扱い等） 

  ③第３回／給食ボランティア連絡協議会 

開催年月日 令和２年１２月１４日（月） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室 

参加者 １４名（８グループ） 
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内 容 ・講習「コロナ禍における衛生管理について」 

講師：薬剤師会倉敷支部 副支部長 林田晴介氏 

・協議（今後の活動への意見交換、「ほっとプラン２」策定作業部会等） 

  ④第４回／給食ボランティア連絡協議会 

開催年月日 令和３年３月２２日（月） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室 

参加者 １６名（８グループ） 

内 容 ・協議（今年度活動の振り返り、来年度の活動の方向性について等） 

・事務連絡（今年度の利用料の取り扱い、実績報告書と申請書について等） 

   
〔２〕ふれあい･いきいきサロン活動の推進 
 （１）要 点  

・気軽にふれあい交流や仲間づくりができる場を提供する活動に対し、プログラム調

整や活動費助成等の支援を行った。 

∴新型コロナウイルス感染拡大に伴う活動自粛が影響し、年間開催なしの団体が半数

近くあり、延べ利用者数及び延べ協力者数は減少。 

∴助成金取り扱いについては、年４回以上を例外撤廃し支給。 

（２）サロン活動団体（合計２４団体） 

サロン名 開催場所 
対象 
地域 

延べ 
利用 
者数 

延べ
協力 
者数 

実施 
回数 

活動内容 

四つ葉会前潟 前潟公民館 
前 潟 ・ 
下 前 潟 

３３ ３２ ２ 訪問活動等 

しゃべろうかい 宮崎公民館 宮 崎 １６ ４ ２ 麻雀、季節行事 

中山ふれあいサロン 
さつき会 

中山集会所 中 山 ０ ０ ０  

いきいきサロン市場 さつき荘 市 場 ６０ ２４ ４ 体操、季節行事 

弁天井戸端喫茶 
弁才天 
公民館 

弁 才 天 ０  ０  

サロン・ひだまり 
備南台 
公民館 

備 南 台 ２９ ６ ３ 部会活動 

なしず会 無津公民館 無 津 ８ １ １ 訪問活動 

日笠山さくら会 
日笠山 
公民館 

日 笠 山 ８２ １９ ２ 季節行事、講話 

喫茶とよく 頓行公民館 頓 行 ４ ８ １ 創作活動 

いきいきサロン三軒地 
三軒地 
公民館 

三 軒 地 １５ ６ ２ 講話 

塩津いきいきサロン 塩津公民館 塩 津 ０ ０ ０  

サロン市場健康促進の会 
床田遊園地 
市場公民館 

市 場 ０ ０ ０  

いきいきサロン久々原 
久々原 
公民館 

久 々 原 ０ ０ ０  

片田ふれあいサロン 片田公民館 片 田 １５ ５ １ 講話 

舟本コミュニケーション
クラブ 

ｵｱｼｽ早島 舟 本 ２０ ９ ３ 体操、講話等 

喜楽亭 大谷荘 若 宮 ０ ０ ０  
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ふれあいサロン噂島 噂島公民館 噂 島 ０ ０ ０  

金田いきいきサロンにじ 
西コミュニ
ティハウス 

金 田 １ １９ １ 室内活動 

長津・畑岡ほっとサロン いぶき荘 
長津・ 
畑岡 

０ ０ ０  

イトーピア早島サロン 
イトーピア
集会所 

イトー
ピア 

４２ ２１ ４ 
茶話会、創作活動、
季節行事 

サロン矢尾 矢尾公民館 矢尾 ０ ０ ０  

ニュー早島 
にこにこサロン 

ニュー 
早島荘 

N早島 ０ ０ ０  

下野のんびり友の会 下野公民館 下 野 ０ ０ ０  

すまいるサロン小浜 ３匹の子ﾌﾞﾀ 小 浜 ０ ０ ０  

合 計 ／ 延べ利用者数３２５人 ／ 延べ協力者数１５４人／ 実施回数２６回 

（３）連絡会（研修会）開催実績 

 ①第１回／ふれあい・いきいきサロン研修会 

開催年月日 令和３年１月８日（金） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室 

参加者 ２０名 

内 容 「（コロナ禍における）早島町内での今後の交流活動の進め方について」 

（４）助成金交付実績 

    ４９，０００円（１２団体）  

 
〔３〕夏季一斉友愛訪問活動の実施 
（１）要 点 

  ・７０歳以上の方が居住する世帯及び年齢や同居の有無を問わず声かけが必要な要援

護者を対象に、熱中症予防啓発と地域との関係づくりを目的に、民生委員･福祉活

動員の協力を得て、全地区一斉の友愛訪問を行う。 

（２）実施結果 

   ・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、開催を中止した。 

 
〔４〕年末大掃除おたすけサービスの実施 
（１）要 点 

  ・７５歳以上の高齢者世帯の方、または障がい者世帯の方へおたすけ員を派遣し、年

末大掃除の負担軽減を図った。おたすけ員としては、民生委員及び福祉活動員、地

域のボランティア等多くの住民の方々に広く協力を求めた。 

  ∴民生委員及び福祉活動員経由で、広報とサービス希望世帯の申し込みを取りまとえ

たが、町内における新型コロナウイルス感染症の発生により活動を中止とした。 

 （２）活動実績 ※申込時点 

開催年月日 令和２年１２月１日（月）から１２月１１日（金） 

サービス実施世帯数 ２５世帯（高齢者世帯２４件、障がい者１件） 

おたすけ員協力者数 ３４名 

おたすけ員協力者 

内訳 

民生委員８名、福祉活動員２０名、暮らしの応援団５名、ボランテ

ィア０名、社協登録ヘルパー０名、社協職員１名 
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〔５〕地区福祉活動の支援 
（１）要 点 

  ・地区会合へ参加し、地区住民協働で自治会単位での福祉活動の活性化やあり方を検

討した。また、その福祉活動の検討や活動に対し、「赤い羽根福祉のまちづくり助

成事業」により、活動助成を行った。 

  ・その他、サロン活動や給食サービス活動等へ訪問し、地区福祉活動の支援を行った。 

  ∴従来、福祉活動モデル地区だった片田地区を含め３地区で福祉活動の検討や具体的

な活動立案や試行活動の支援をすることができた。 

∴コロナ禍で、サロン活動等の地域交流行事が停滞したが、事務局職員による買い物

サロン活動の拠点拡大調整と、介護支援専門員による給食サービスプログラム支援

訪問開始により、地区訪問件数は増加した（訪問回数：前年度比＋２１回、延べ訪

問職員数：前年度比±０回）。 

 （２）活動実績 

①自治会の福祉活動支援（２地区） 

    ○片田自治会（助成金額５万円） 

    ・救急医療情報キットの更新（通年）  

    ○金田自治会（助成金額１０万円） 

    ・福祉活動検討会の開催（７月）・移動支援活動の実施（通年）  

・買い物支援活動の試行（通年） 

○ニュー早島自治会（助成なし） 

・福祉活動の検討（１２月） 

②職員訪問による地区福祉活動の支援 

 事務局職員 介護支援専門員 合計 

訪問回数 ７１回 ２４回 ９３回 

実訪問職員数 ４名 ６名 １０名 

延べ訪問者職員数 ７２名 ４５名 １１７名 

 

６．福祉啓発（教育）の推進 
〔１〕夏のボランティア体験事業 
 （１）要 点 

  ・夏季休暇期間を活用して、学生（中学・高校・大学等）や地域住民の方を対象に、町

内の福祉（教育）施設やボランティア団体の方々の協力を得ながら実施している。 

 （２）実施結果 

∴岡山県内での新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け、事業は中止した。 

 
〔２〕福祉教育への協力支援 
（１）要 点 

  ・早島小学校から要請を受け、総合的な学習「ふくし」の導入として４年生を対象に

出前福祉講座を実施した。 

  ∴出前車イス体験講座を実施。車椅子の操作方法を体験学習すると同時に、車椅子を

利用する当事者への共感や視点取得を促した。 
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（２）実施結果 

 ①出前車イス体験教室 

開催年月日 令和２年７月１６日（木） 

開催場所 早島小学校体育館 

内 容 車椅子の基本操作の説明と体験 

 
〔３〕コミュニケーション麻雀普及推進 
（１）要 点 

・多人数が楽しめ仲間づくりや介護予防活動に役立つ『コミュニケーション麻雀』の

普及と新たな地域活動参加者（普及員）発掘を目的に月２回『コミュニケーション

麻雀を楽しむ会』を開催した。 

∴『コミュニケーション麻雀を楽しむ会』を１８回（前年度比▲３回）開催し、延べ

１８４名（前年度比▲２１５名）が参加した。 

∴普及員の派遣は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、依頼はなかった。 

（２）実施結果 

 普及行事名等 参加者数 備 考 

４月 楽しむ会（中止） ０名 定例会 

５月 楽しむ会（中止） ０名 定例会 

６月 楽しむ会（２回） ２５名 定例会 

７月 楽しむ会（２回） １９名 定例会 

８月 楽しむ会（２回） １８名 定例会 

９月 楽しむ会（２回） ２０名 定例会 

１０月 楽しむ会（２回） ２１名 定例会 

１１月 楽しむ会（２回） ２２名 定例会 

１２月 楽しむ会（１回） １３名 定例会 

１月 楽しむ会（２回） １６名 定例会 

２月 楽しむ会（１回） ９名 定例会 

３月 楽しむ会（２回） ２１名 定例会 

 
〔４〕障がい者作品展の開催 
（１）要 点 

・障害者週間にあわせ､障がい者の方の作品展を開催し､町民に対し､障がい者福祉へ

の理解を深める機会とした。 

∴出展者数（前年度比▲３名）及び出展作品数（前年度比▲１作品）は、前年度より

減少。 

（２）実施結果   

開催年月日 令和２年１２月１日（火）から１２月１２日（土） 

開催場所 早島町地域福祉センター 

主  催 早島町社会福祉協議会 

共  催 早島町身体障がい者福祉協会､早島つばさの会､ほのぼの会､難病の会 喜楽会 

出展者数 ２５名（３０作品） 
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〔５〕福祉映画会の開催 
（１）要 点 

・住民協働での個別ケアや福祉活動の活性化へ向けた機運をより高めていく機会とし

て、福祉や介護・医療等の幅広い関連分野をテーマとした映画会を開催している。 

∴新型コロナウイルスの流行による、感染者への差別が国内で発生していることを受

け、元ハンセン病患者を題材とした映画の上映を通じて町民に意識づけを促すこと

を目的に選定。下記の映画作品の上映を計画し、広報チラシを町内全戸配布したが、

新型コロナウイルス感染症の蔓延により、感染拡大防止措置として開催を中止。 

（２）実施結果 

開催年月日 令和３年２月１３日（土） 

開催場所 早島町町民総合会館「ゆるびの舎」文化ホール 

主  催 早島町社会福祉協議会 

共  催 早島町 

協力団体 手話ボランティアいぐさ､はやしま朗読ボランティアグループ福来朗､早島要

約筆記サークル‘ぺんしる’､パソボラはやしま､絵手紙ボランティアやまび

こ､日曜大工ボランティアとんかち､コミュニケーション麻雀を広める会､運

転ボランティアくるりん､給食ボランティアクローバー･コスモス･スプリン

グ･たんぽぽ･マスカット･ひまわり会･スマイル若宮･市場撫子の会､民生児童

委員協議会､福祉活動員協議会､特別非営利活動法人ふれあいネットはやし

ま､早島町婦人会､早島保護司会、早島町更生保護女性会、わが町の暮らしの

応援団、ほっとけんネット早島 

映 画 名 「あん」（ハンセン病） 

 
７．ボランティア活動の推進 

〔１〕ボランティア保険の加入支援 
 （１）要 点 

   ・ボランティア活動する方が安心して活動できるよう、事故やけが、賠償責任等につ

いて補償するボランティア活動保険（実施主体：全国社会福祉協議会、受付窓口：

市町村社協）の加入促進を図る。 

∴前年度より加入者数は、個人加入（前年度比▲２２４名）、団体加入（前年度比 

▲３１名）共に減少。夏のボランティア体験事業が中止となったことが要因。 

 （２）加入者数計：３０６名 

   ◇個人加入：４名 

◇団体加入：３０２名（２４団体） 

    
〔２〕福祉ボランティアグループ活動の支援 
（１）要 点 

   ・福祉ボランティア団体への活動支援と活動費助成を行った。 

∴助成金申請時のボランティア数は前年度と同数。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：１６０，０００円（５団体） 

    ①パソボラはやしま、②ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ麻雀を広める会 、③はやしま朗読ボランティア

福来朗、④日曜大工ボランティアとんかち、⑤運転ボランティアくるりん 
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〔３〕ボランティア活動に関する相談・調整 

（１）要 点 

・町内の在宅生活者やボランティア団体、各種機関や団体から要請を受け、年間を通じ

て、福祉ボランティア等の活動調整を行う。 

∴個人相談は、生活支援を行う「暮らしの応援団」へ調整。コロナ禍でも活動を行い、

依頼世帯数（▲１世帯）及び調整件数（▲７件）ともに前年度より微減も、内新規依

頼世帯は１４世帯（＋２件）と増加した。 

∴団体相談は、様々な特技ボランティア個人や団体を調整。新型コロナウイルス感染拡

大防止対策としてのサロン活動等の自粛で調整件数は減少（前年度比▲６７件）。 

（２）調整件数 

  ○個人相談（個人の生活を支援する人材の調整件数） 

相談者（世帯数） 依頼事項等 調整内容 調整件数 

生活困窮世帯（１世帯） 家屋外清掃 
生活支援ボランティア
の派遣調整 

１件 

独居高齢者（１３世帯） 
ゴミ出し・買い物代行・
話し相手・家屋の修繕等 

生活支援ボランティア
の派遣調整 

２７８件 

高齢者世帯（３世帯） 
付き添い・家屋内外の修
繕 

生活支援ボランティア
の派遣調整 

３件 

障がい者世帯（４世帯） 
付き添い・家屋内整理・
家屋内修繕作業 

生活支援ボランティア
の派遣調整 

１１件 

複合課題世帯（１世帯） 
※複数の課題がある世帯 

家屋内修繕作業 
生活支援ボランティア
の派遣調整 

１件 

同居世帯（１世帯）  
※同居者が作業困難 

付き添い・家屋外清掃 
生活支援ボランティア
の派遣調整 

２件 

合 計  ２３世帯／２９６件 

  ※地区内の助け合い活動（福祉部会や組合、福祉活動員）に調整した世帯が別に６世帯。 

  ※福祉有償運送事業（Ｐ.２８）及び年末大掃除お助け活動（Ｐ.２２）の調整数は除く。 

○団体相談（団体や組織活動を支援する人材や作業の調整件数） 

相談元（団体数） 行事名、依頼事項等 調整内容 調整件数 

町内教育機関 
（1団体） 

授業への協力 車いす体験の指導 1件 

町内医療機関 
（０団体） 

つくし病棟での 
本の読み聞かせ 

朗読ボランティアの 
派遣調整 

０件 

町内福祉施設 
（０団体） 

プログラム企画協力 
講師等ボランティアの
派遣調整 

0件 

地区老人クラブ 
（０団体） 

プログラム企画協力 
講師等ボランティアの
派遣調整 

０件 

地区サロン活動 
グループ 
（４団体） 

プログラム企画協力 
講師等ボランティアの
派遣調整 

 ６件 

送迎調整協力 
運転ボランティアの 
派遣調整 

 ０件 

給食ボランティア 
グループ 
（８団体） 

プログラム企画協力 
講師等ボランティアの
派遣調整 

４５件 

送迎調整協力 
運転ボランティアの 
派遣調整 

 １５６件 

福祉当事者グループ 
（０団体） 

プログラム企画協力 
講師等ボランティアの
派遣調整 

０件 

合 計  １３団体／２０８件 

※本会デイサービスセンターが調整をした件数は除く。通所介護事業（Ｐ.３７）参照。 
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〔４〕ボランティア活動の人材発掘 
（１）要 点 

・福祉活動員や地区サロン活動者、給食や福祉ボランティアグループ等、流動的な町

内の福祉活動の担い手や後継者の確保に向けた人材発掘を行う。 

∴７月に「福祉有償運送事業運転者講習会」を特定非営利活動法人移動ネット岡山と

共催で開催。県内受講者２７名中町内受講者２名が事後に運転ボランティア活動に

参画。 

∴事務局を務める「暮らしの応援団の買い物サロン活動の拠点拡大に伴う協力者等の

地区内での生活支援活動者が増加した。 

（２）実施結果 

分 野 具体的取組み 新規所属団体 新規人数 

福祉活動員 自治会への推薦依頼 福祉活動員協議会 ５５名 

福祉ボランティア 福祉有償運転者講習会開催 運転ボランティアくるりん ２名 

生活支援活動者 勉強会･新規地区活動立案 暮らしの応援団 １４名 

合計７１名  

 

８．福祉団体活動の支援 
〔１〕福祉当事者団体活動の支援 
（１）要 点 

   ・当事者団体への活動支援と活動費助成を行った。 

   ∴前年度より活動助成額合計は減少（前年度比▲２１６，４００円）。早島町身体障

がい者福祉協会（前年度比▲４名）、ブロンズクラブ（前年度比▲２名）の会員登

録者数の減少と、新型コロナイルス感染拡大による親睦旅行の中止が要因。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：１６４，０００円（３団体） 

①早島町身体障がい者福祉協会、②早島つばさの会（知的障がい児者の親の会）、  

③ブロンズクラブ（独居高齢者の会） 

 

〔２〕福祉団体活動の支援 
（１）要 点 

   ・福祉団体への活動支援と活動費助成を行った。 

   ∴前年度と助成団体及び各団体の会員数に変化はなく、活動助成額合計も前年度と同

額の助成となった。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：１７２，０００円（２団体） 

①早島保護司会、②早島町更生保護女性会 
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９．在宅福祉サービス事業の実施 
〔１〕福祉有償運送事業の実施 
 （１）要 点 

   ・要介護高齢者や障がいある方のうち、自力で公共交通機関を利用できない方を対象

に、有償（タクシー料金の概ね半額）で、ご自宅から目的地までの送迎外出支援を

「福祉車両」によりを行う。 

・運行毎次の使用車両の運行前点検と登録運転手の体調確認及びドライブレコーダー

による実際の運行映像を活用し、月次の安全運転指導や研修を行った。 

∴利用回数増加に伴い、本事業登録車両を２台追加し、３台での運行体制に拡充した。 

∴コロナ禍も感染症対策をしながら事業を継続し、実利用者人数及び運行回数ともに

前年度より増加した。 

（２）利用状況等実施結果 

◆実利用者数   ２８人（前年度比＋１０人） 

◆延べ運行回数 １９４回（前年比＋６４回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 運行回数 利用料収入（円） 

４月 ５人 １２回 １６，３６０円 

５月 ４人 １４回 １７，０００円 

６月 ９人 ２２回 ２２，３００円 

７月 ７人 ２８回 ２６，３６０円 

８月 １０人 ２０回 ２１，１４０円 

９月 ９人 １５回 ２５，６９０円 

１０月 ６人 １３回 ９，９５０円 

１１月 ６人 １０回 １９，７２０円 

１２月 １１人 ２４回 ３２，１９０円 

１月 ７人 １４回 １２，０４０円 

２月 ５人 ７回 １２，８３０円 

３月 ７人 １５回 １１，６７０円 

合 計 ８６人 １９４回 ２２７，２５０円 

 
〔２〕福祉用具貸出サービスの実施 

（１）要 点 

・介護が必要な状態にある方へ外出や通院等を目的に原則2週間を限度に介護用具の

貸し出しを行う。 

∴実利用者数が３８人（前年度比▲８人）と前年度より減少。合計貸出件数は１６２

件と増加（前年度比＋１８件）しており、同一利用者への貸出が増加。近年、２週

間以上の貸出利用の傾向があり、貸出期間に課題があった。 

∴本サービスは次年度より「おたすけ福祉用具貸出サービス」に名称変更。ご利用者

の利便性をより考慮したスムーズな延長貸出を可能にする等、規定変更を行う。 

（２）利用実績 

  ①実利用者数 

   ３８人（前年度比▲８人） 
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②貸出品目と件数 

介護用具名 貸出件数 

車いす １１６件 

スロープ  ８件 

ポータブルトイレ  １４件 

歩行器 ２件 

点滴スタンド ２件 

家庭用コードレスチャイム ２件 

シャワーチェアー １件 

杖（松葉杖含む） １７件 

合 計 １６２件（前年度比＋１８件） 

 
１０．福祉相談及び福祉サービスの利用援助 
〔１〕生活福祉資金貸付の実施 
（１）要 点 

・低所得者世帯の経済的自立や身体障がい者世帯の生活意欲の助長促進及び、在宅福

祉、社会参加の促進のために必要な資金を貸付けるために、生活福祉資金貸付事務

（実施主体：岡山県社会福祉協議会、受付窓口：市町村社協）を行った。 

・新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で収入が減少した方を対象に、

前年度から特例貸付の相談受付業務を継続した。 

∴通常貸付の相談件数２件の内、新規貸付となったケースは０件。 

∴特例貸付の相談件数１５７件の内、新規貸付となったケースは１４５件。 

（２）対応実績（令和３年３月３１日現在） 

貸付資金種類 相談件数 新規貸付 貸付中 償還中 

総合支援資金  １件 ０件 ０件 ０件 

福祉資金  １件 ０件 ０件 ０件 

教育支援資金  ０件 ０件 ０件 ０件 

不動産担保型生活資金 ０件 ０件 ０件 ０件 

※旧･離職者支援資金 - - - １件 

緊急小口資金（特例貸付） ８２件 ７１件 ７１件 １件 

総合支援資金（特例貸付・初回） ４０件 ３９件 ３９件 ０件 

総合支援資金（特例貸付・延長） ２７件 ２７件 ２７件 ０件 

総合支援資金（特例貸付・再貸付） ８件 ８件 ８件 ０件 

合 計 １５９件 １４５件 １４５件 ２件 

 
〔２〕日常生活自立支援事業の実施 
（１）要 点 

・在宅で生活しており、自分の判断で福祉サービスの利用や日常的な金銭管理を適切

に行うことが困難な方をサポートする本事業（実施主体：岡山県社会福祉協議会）

の相談対応や援助業務を行った。 

∴継続して４名が利用しており、個別に毎月２回から４回の援助訪問や相談対応を実

施した。 
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（２）対応実績（令和３年３月３１日現在） 

援助区分 新規相談 新規契約 援助中 契約解除 

認知症高齢者 ０件 ０件 ０件 ０件 

知的障がい者 ０件 ０件 １件 ０件 

精神障がい者 ０件 ０件 ２件 ０件 

その他 ０件 ０件 １件 ０件 

合 計 ０件 ０件 ４件 ０件 

 

１１．地域福祉センターの運営管理 

〔１〕施設利用の促進 
 （１）要 点 

   ・町内の地域福祉活動拠点として、福祉関係者を中心にセンター内の施設（４部屋、

開放フロア）の貸し出しと管理運営を行った。 

   ∴前年度より施設全体で利用回数、利用者数は大幅に減少（ボランティア室▲３４５

人、調理実習室▲５３４人、会議室▲８７８人、プレイルーム▲８０９人、開放フ

ロア▲４８人）。新型コロナウイルス感染症拡大予防が要因。 

 （２）団体利用実績 

施設名 利用回数 利用人数 平均利用人数 

ボランティア室  ３５回 １４６人 ４．２人 

調理実習室 ３０回 ３３９人 １１．３人 

会議室 １７１回 ２，４７７人 １４．５人 

プレイルーム １３４回 ７９４人 ５．９人 

開放フロア ８回 ６０人 ７．５人 

（３）個人利用実績（プレイルームのみ） 

  ・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、貸出を中止した。 

   

〔２〕備品･用具の貸出 
（１）要 点 

   ・町内の地域福祉活動の活性化のため、福祉活動に役立つ備品･用具の貸出しを行った。 

   ∴前年度と比較して貸出件数の総数に大きな変動は見られなかった（前年度比▲４件）。 

∴利用団体はサロン関係者及び行政関係者が大半であるが、今年度より新たに法人連

携による保育園への用具の貸出が増加。 

 （２）利用実績 

援助区分 合 計 福祉関係団体 行政関係団体 その他 

レクリエーション用具 １９件 ７件 ９件 ３件 

機材 ９件 ５件 ０件 ４件 

その他 ２件 １件 ０件 １件 
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〔３〕施設改修の実施 
（１）要 点 

   ・老朽化する施設内の空調設備の予防修繕、デイサービス浴室屋根換気設備の修繕、

警備システムの機種変更工事等を行った。 

   ∴警備システムの機種変更により、入退館時の作業を効率化することができた。また、

経年劣化による設備の予防修繕は継続的に行っていく必要がある。 

（２）改修実績 

  ・空調設備の修繕（２機） 

  ・デイサービス浴室屋根換気設備の修繕 

  ・複合火災受信盤内バッテリー取替 

  ・デイルーム排煙窓修繕（１機） 

  ・自動火災報知機取替工事（1カ所） 

  ・早島町地域福祉センタートイレ改修工事（２カ所） 

・警備システムの機種変更工事 

   

Ⅲ．介護サービス事業 

１．居宅介護支援事業 
〔１〕介護保険-居宅介護支援事業の実施 
 （１）要 点 

   ・利用契約を結んだ要介護状態の方に対し、ご本人やご家族の意思を尊重しながら、

介護・保健・医療・福祉サービスを適切に利用することができるよう、個別の居宅

サービス計画の作成や事業者等との調整を行った。 

・サービス利用以外の時間帯にも安心した在宅生活が過ごせるよう、介護保険制度以

外にも民生委員・福祉活動員と個別に情報共有を行うとともに、住民による生活支

援活動試行への積極的な誘導を図った。 

∴コロナ禍で外部研修が中止やオンラインに切り替わる中、内部での事例検討会を定

期的に行い、研修機会を充実させた。個別事例を深めることで、事業所内でのリス

ク共有や援助の質の向上を図った。                

∴年間通しての件数低迷は、前々年度下半期の新規受け入れ中断期間があったことと、

上半期コロナ禍で不透明な状況が続いたことで新規相談件数が伸び悩んだ。そのた

め、積極的に地域や医療機関へ広報活動を行った。しかし、前年度より月間平均請

求件数は減少（前年度比▲１７件）し、一人当たりの月間平均担当件数も３１件（前

年度比▲３件）と減少。黒字確保のため、引き続き広報活動、体制の強化が急務と

なっている。 

 （２）利用状況等実施結果 

◆年間新規契約利用者：４５件（前年度比▲９件）  

◆年間契約解除利用者：５６件（前年度比▲１１件）  

◆月間平均請求件数：１７０件（前年度比▲１７件）  
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（３）利用状況及び収入の推移 

サービス月 件 数 収 入（円） 

４月 １７２件 ２，６７８，５６０円 

５月 １７６件 ２，７３６，１８０円 

６月 １７７件 ２，７５２，５７０円 

７月 １７６件 ２，７４５，１８０円 

８月 １７２件 ２，６６９，５８０円 

９月 １６４件 ２，５６２，２００円 

１０月 １６６件 ２，５９８，６８０円 

１１月 １６４件 ２，５４４，０６０円 

１２月 １６６件 ２，５９２，５４０円 

１月 １６９件 ２，６２６，０７０円 

２月 １６８件 ２，６１４，１８０円 

３月 １６７件 ２，５７８，２９０円 

合 計 ２，０３７件 ３１，６９８，０９０円 

   

〔２〕介護保険-介護予防居宅介護支援事業の実施【早島町受託事業】 
 （１）要 点 

   ・利用契約を結んだ要支援状態の方に対し、ご本人やご家族の意思を尊重しながら、

介護予防・保健・医療・福祉サービスを適切に利用することができるよう、個別の

介護予防支援サービス計画の作成や事業者等との調整を行った。 

∴昨年度に続き、介護支援専門員１名が計画作成を担当。介護予防支援業務マニュア

ル作成を行い、業務の標準化や共有化を図った。            

∴契約解除利用者１０件のうち、１件は状況改善。介護予防給付を終了した後、地域 

の健康体操教室に移行。                      

 （２）利用状況等実施結果 

◆年間新規契約利用者： ８件（前年度比▲３件） 

◆年間契約解除利用者：１０件（前年度比▲１件） 

◆月間平均請求件数：４５.２件（前年度比＋２.４件） 

（３）利用状況及び収入の推移 

サービス月 件 数 収 入（円） 

４月 ４５件 １９６，９４０円 

５月 ４６件 ２０１，２５０円 

６月 ４７件 ２０５，５６０円 

７月 ４６件 ２０１，２５０円 

８月 ４５件 １９３，９５０円 

９月 ４７件 ２０５，５７０円 

１０月 ４７件 ２０２，５７０円 

１１月 ４５件 １９６，９５０円 

１２月 ４５件 １９６，９５０円 

１月 ４４件 １８９，６４０円 

２月 ４３件 １８５，３３０円 
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３月 ４２件 １８４，０２０円 

合 計 ５４２件 ２，３５９，９８０円 

  ※本事業担当介護支援専門員の人件費を町受託金で受けており、本事業収入は、国民

健康保険団体連合会から早島町へ給付される。 
 
２．通所介護事業 
〔１〕介護保険-通所介護事業の実施 
 （１）要 点 

   ・通所介護サービスの利用により、介護が必要な高齢者の心身の機能の悪化を防止す

るとともに、利用者が以前と変わらず自宅で生活でき、趣味活動や人との交流のあ

る生活を維持できるよう支援する。 

・介護をしている家族の心身の負担を軽減する。 

∴下半期に入院や入所が相次いだことと、新型コロナウイルス感染症による利用控え

があり、利用者数の減少があった。 

∴新型コロナウイルス感染症対策として、にぎやかなイベントやカラオケ、外部ボラ

ンティアの慰問は中止した。 

∴アンケートによる項目別満足度調査は、送迎98％、食事76％、運動66％、創作

活動62％が満足との回答であった。またデイサービスを利用したことによる変化

としては元気になった、楽しそうにしているという意見が最も多かった。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：   １５人（前年度比＋２人） 

◆年間延べ利用者数：７，７２７人（前年度比＋１６９人） 

（３）利用状況及び収入の推移（要介護１～５の利用者）      

ｻｰﾋﾞｽ月 開所日数 
実利用 

者数 
延利用者数 

１日平均 

利用者数 
収 入（円） 

４月 ２６日 ５４名 ６５４名 25.1 5,724,630円 

５月 ２６日 ５６名 ６７６名 26.0 5,583,010円 

６月 ２６日 ５６名 ７１４名 27.4 6,177,820円 

７月 ２７日 ５６名 ７２５名 26.8 6,165,020円 

８月 ２６日 ５４名 ６６２名 25.4 5,605,440円 

９月 ２６日 ５６名 ６３６名 24.4 5,366,680円 

１０月 ２７日 ５４名 ６８９名 25.5 5,725,370円 

１１月 ２５日 ５３名 ６２７名 25.0 5,148,860円 

１２月 ２７日 ５２名 ５８９名 21.8 4,838,710円 

１月 ２６日 ５６名 ５８９名 22.6 4,658,100円 

２月 ２４日 ５２名 ５３３名 22.2  4,413,360円 

３月 ２７日 ５４名 ６３３名 23.4 5,163,120円 

合 計 ３１３日 － 7,727名 24.6名 64,570,120円 

※１日平均人数は、小数点第２位以下切捨て。 

※１日平均人数の合計は、年間延べ人数を開所日数で除した数値を記載。 

※収入には、食費や創作材料代等実費は含まず。 
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〔２〕介護予防・日常生活支援総合事業の実施  
（１）要 点 

   ・介護予防･日常生活支援総合事業対象者に対して、利用者が要介護状態になることを

予防し、心身ともに自立した生活を維持できるよう支援する。 

・高齢者を支える家族の生活を支援する。 

∴年間の利用者１５人中１０人（６割）が要介護状態になることを予防できた（要支

援の介護度状態が維持できた）。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：  ７人（前年度比  同じ）  

◆年間延べ利用者数：５６８人（前年度比＋１０２人） 

（３）利用状況及び収入の推移（要支援１～２の利用者）      

ｻｰﾋﾞｽ月 開所日数 
実利用 

者数 
延利用者数 

１日平均 

利用者数 
収 入（円） 

４月 ２６日 ８名 ４４名 1.６ 247,900円 

５月 ２６日 ７名 ４３名 1.６ 236,920円 

６月 ２６日 ７名 ４６名 1.７ 236,920円 

７月 ２７日 ７名 ４６名 1.７ 218,040円 

８月 ２６日 ７名 ４０名 1.５ 218,040円 

９月 ２６日 ７名 ４３名 1.６ 218,040円 

１０月 ２７日 ８名 ５３名 1.９ 257,280円 

１１月 ２５日 ８名 ４０名 1.6 236,050円 

１２月 ２７日 ９名 ４１名 1.5 256,410円 

１月 ２６日 １０名 ４８名 1.8 260,070円 

２月 ２４日 １１名 ５７名 2.3 316,010円 

３月 ２７日 １１名 ６７名 2.4 316,010円 

合 計 ３１３日 － ５６８名 1.8名 3,017,690円 

※１日平均人数は、小数点第２位以下切捨て。 

※１日平均人数の合計は、年間延べ人数を開所日数で除した数値を記載。 

  ※収入には、食費や創作材料代等実費は含まず。 

 

〔３〕介護保険外サービス事業の実施  
（１）要 点 

・利用登録者を対象に、社会参加の促進と生き甲斐づくりを目的に、介護保険外の事

業として、長期入院者等が一時帰宅した際の介護保険外デイサービスの提供と、要

支援に該当する者の入浴サービスの提供と、年に１回、日帰り旅行を実施する。 

∴介護保険外のデイサービス及び入浴サービスの利用はなかった。 

∴日帰り旅行は、新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点から実施せず。 

（２）活動実績 

 ○実績なし 
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〔４〕ボランティア協力（受入）の実施 
 （１）要 点 

・演芸ボランティアを始め、季節行事や日常的プログラム支援としてボランティアの

受け入れをし、利用者がデイサービスで過ごす時間の充実を図る。 

・ボランティアの受け入れにより、住民と利用者との交流の場としての役割を担う。 

・ボランティア活動を希望する住民や学生を受け入れ活動の場を提供する。 

∴新型コロナウイルス感染防止対策のため、外部からの立ち入りを制限し、予定して

いた慰問やイベントを中止した。県内での感染症流行状況を見ながら再開も検討し

たが結果年間通じてデイルーム内で活動するボランティアの受け入れはしなかっ

た。 

 （２）実施結果 

新規協力はなし。個人２名。 

◇ボランティア来館数           

プログラム提供 行事補助 

   （延べ人数） 

ボランティア体験 

 （延べ人数） 月 個人活動 団体数 

４月 ０名 なし ０名 ０名 

５月 ０名 なし ０名 ０名 

６月 ０名 なし ０名 ０名 

７月 ０名 なし ０名 ０名 

８月 ０名 なし ０名 ０名 

９月 ０名 なし ０名 ０名 

１０月 ０名 なし ０名 ０名 

１１月 ０名 なし ０名 ０名 

１２月 ０名 なし ０名 ０名 

１月 ０名 なし ０名 ０名 

２月 ０名 なし ０名 ０名 

３月 ０名 なし ０名 ０名 

合計 ０名 なし ０名 ０名 

   

◇個人ボランティアの活動内容（有償の活動は除く） 

活動内容 活動人数 

畑や花の手入れ ２名 

創作活動の見本提供 １名 

 
３．訪問介護事業 
〔１〕介護保険-訪問介護事業の実施 
 （１）要 点 

   ・要介護状態になっても、利用者の望む暮らしができるよう、訪問により心身の状況

に応じた身体介護（入浴、排泄、食事の援助等）や生活援助（調理、掃除、買い物

等）、日常生活全般の援助を行った。 
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∴積極的に新規利用者の獲得を行ったが、中止・死亡・入所による終了者が急増した

ことと、新型コロナウイルスの影響で長期に休止となった利用者が２名あり、収入

が前年度比で1,780千円減収となった。                                  

∴引き続き新規利用者を獲得する工夫とサービス見直しの提案を行う等の具体的対策

が必要。  

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：   １６件（昨年度比  ＋８件） 

◆年間延べ利用者数：  ４１２人（昨年度比 ▲２４名） 

◆年間延べ訪問回数：４，６３５回（昨年度比▲５４３回） 

 （３）利用状況及び収入の推移（要介護１～５の利用者） 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 ３８名 ４６５回 406.00時間 1,472,420円 

５月 ３５名 ４４４回 382.83時間 1,405,210円 

６月 ４０名 ４９７回 435.83時間 1,604,750円 

７月 ３６名 ４６７回 405.00時間 1,476,670円 

８月 ３６名 ４４０回 393.25時間 1,435,960円 

９月 ３５名 ３６９回 317.75時間 1,220,270円 

１０月 ３４名 ３４８回 303.52時間 1,191,840円 

１１月 ３４名 ２９１回 255.00時間 1,020,870円 

１２月 ３２名 ３４５回 287.83時間 1,136,000円 

１月 ３２名 ３２３回 281.25時間 1,053,280円 

２月 ３１名 ３０２回 247.50時間 946,180円 

３月 ２９名 ３４４回 283.00時間 1,076,420円 

合 計 ４１２名 4,635回 3,988.76時間 15,039,870円 

 
〔２〕介護予防・日常生活支援総合事業の実施 
  （１）要 点 

   ・介護予防･日常生活支援総合事業対象者を対象に、自立に向けた生活機能の向上を目

的とした支援を行った。 

∴週3回利用の利用者の終了により訪問回数、訪問時間が減少したが、利用者数は若

干増えたため収入が前年度比５５千円増加となった。                                     

∴引き続き早島町地域包括支援センターに確認しながら新規利用者を受けていきたい。                                      

（２）利用者状況等実施結果 

◆年間新規利用者：    8件（昨年度比＋４件） 

◆年間延べ利用者数：  2２２名（昨年度比＋２２名） 

◆年間延べ訪問回数：１，５５２回（昨年度比＋２３回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 １５名 １１７回 106.00時間 356,750円 

５月 １７名 １１８回 108.25.時間 364,271円 

６月 １８名 １２７回 113.75時間 425,560円 

７月 １８名 １３６回 122.25時間 421,160円 
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８月 １６名 １１７回 104.00時間 356,730円 

９月 １７名 １２１回 105.75児間 382,490円 

１０月 １９名 １４８回 132.75時間 449,120円 

１１月 ２０名 １３２回 117.25時間 462,010円 

１２月 ２１名 １２８回 114.91時間 477,100円 

１月 ２０名 １３２回 118.25時間 462,010円 

２月 ２０名 １２６回 113.25時間 446,940円 

３月 ２１名 １５０回 132.68時間 454,360円 

合 計 ２２２名 1,552回 1,389.09時間 5,058,501円 

 
〔３〕介護予防・日常生活支援総合事業₋生活支援事業の実施 

（１）要 点 

   ・介護予防･日常生活支援総合事業対象者のうち、訪問型サービスA(緩和した基準に

よるサービス)の対象者に、自立に向けた生活機能の向上を目的とした支援を行った。 

∴困難事例のみ対応する形で今年初めて利用があった                                   

∴報酬単価上、利益が全くない事業であるが、必要があれば対応する。 
（２）利用者状況等実施結果 

◆年間新規利用者：  1件（昨年度比 ＋1件） 

◆年間延べ利用者数：  ５名（昨年度比 ＋5名） 

◆年間延べ訪問回数： ３４回（昨年度比 ＋３４回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 ０名 ０回 ０時間 ０円 

５月 ０名 ０回 ０時間 ０円 

６月 ０名 ０回 ０時間 ０円 

７月 ０名 ０回 ０時間 ０円 

８月 ０名 ０回 ０時間 ０円 

９月 ０名 ０回 ０時間 ０円 

１０月 ０名 ０回 ０時間 ０円 

１１月 １名 ９回 ９時間 11,700円 

１２月 １名 ８回 ８時間 10,400円 

１月 １名 ８回 ８時間 10,400円 

２月 １名 ４回 ４時間 5,200円 

３月 １名 ５回 ５時間 6,500円 

合 計 ５名 ３４回 ３４時間 44,200円 

 
〔４〕介護保険外サービス事業の実施 
  （１）要 点 

   ・介護保険制度適用外で、日常生活に援助が必要とする方に、介護保険制度を同様の

サービス（家事援助、身体介護）に加え、制度では行えないサービス（見守りを兼

ねた話し相手等）を行い、安心して日常生活を営む事が出来るよう援助を行った。 
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∴定期利用者数は変化ないが、随時利用の新規利用者が６名あった。今後も介護支援

専門員等と連携し必要に応じ対応していきたい。                                   

∴住民主体の見守り活動（民生委員や福祉活動員等）や生活支援活動（暮らしの応援

団）と連携し、役割分担をし、専門性の必要な利用者の方を重点的に支援していき

たい。                           

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：  6件（昨年度比±０件） 

◆年間延べ利用者数： ７０名（昨年度比＋９名） 

◆年間延べ訪問回数：１８８回（昨年度比＋２９回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 6名 １５回 13.5時間 33,396円 

５月 6名 １４回 12.0時間 29,810円 

６月 7名 １６回 １5.0時間 38,082円 

７月 7名 １７回 16.5時間 42,603円 

８月 7名 １７回 14.5時間 37,818円 

９月 5名 １８回 17.0時間 41,635円 

１０月 6名 １６回 16.5児間 39,468円 

１１月 4名 １３回 11.0時間 27,357円 

１２月 ５名 １５回 12.5時間 31,130円 

１月 ４名 １２回 10.5時間 26,037円 

２月 ７名 １８回 15.0時間 38,951円 

３月 ６名 １７回 14.0時間 34,903円 

合 計 ７０名 １８８回 168.5時間 421,190円 

 

〔５〕障がい者総合支援-居宅介護事業の実施 
（１）要 点 

   ・総合支援法の趣旨に沿って、住み慣れた地域で安心して自立した日常生活ができる

よう、障がいの特性・心身の状態に配慮しながら身体介護・家事援助・通院介助等

の日常生活全般の援助を行った。 

∴介護保険へ移行した利用者が１名あったが、新規利用１名とサービスの追加により

収入が前年比で３１千円増加となった。   

∴近年の傾向として特に精神障害の利用者の需要が増えている。引き続き内部研修を

行い障害特性の習得をしていく必要がある。    

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：    1件（昨年度比±０件） 

◆年間延べ利用者数：  １００名（昨年度比＋１６名） 

◆年間延べ訪問回数：１，０３０回（昨年度比＋８９回） 

 （３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 
実利用

者数 

訪問 

回数 

訪問時間（時間） 
収 入 

身体 知的 精神 合計 

４月 ９名 ８５回 16.25 36.75 37.00 90.00 247,390円 

５月 ９名 ９０回 16.75 39.50 32.75 89.00 256,340円 
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６月 ９名 ８９回 13.25 42.75 32.75 88.75 269,280円 

７月 ８名 ９０回 13.00 46.00 43.75 104.00 288,130円 

８月 ８名 ７７回 7.00 43.50 29.75 80.25 250,230円 

９月 ８名 ８４回 21.00 33.00 34.75 88.75 270,830円 

１０月 ８名 ７９回 7.00 45.50 28.75 81.25 245,460円 

１１月 ８名 ９２回 7.00 44.50 29.50 81.00 239,950円 

１２月 ８名 ８０回 11.00 41.75 29.50 82.25 253,560円 

１月 ７名 ７７回 12.00 31.00 30.25 73.25 248,460円 

２月 ９名 ９６回 8.00 43.00 36.25 87.25 268,230円 

３月 ９名 ９１回 7.00 45.75 39.50 92.25 282,500円 

合 計 100名 1030回 140.50 493.00 404.50 1038.00 3,120,360 円 

 
〔６〕障がい者総合支援-重度訪問介護事業の実施 

（１）要 点 

   ・総合支援法の趣旨に沿って、重度の障がいにより行動上著しい困難がある方に対し、

住み慣れた地域で安心して自立した日常生活ができるよう、障がいの特性・心身の

状態に配慮しながら身体介護・家事援助等の日常生活全般の援助を行った。 

∴現行の利用者の病状の進行が落ち着いて継続して支援した。                                    

∴痰吸引の有資格者がいないことと、長時間の利用者に対する対応が現状の人員では

困難である。                                    

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者： ０件（昨年度比±０件） 

◆年間延べ利用者数：１２名（昨年度比＋１０名） 

◆年間延べ訪問回数：５０回（昨年度比＋４２回） 

 （３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 
実利用

者数 

訪問 

回数 

訪問時間（時間） 
収 入 

身体 知的 精神 合計 

４月 １名 ４回 8.00 0.00 0.00 8.00 18,130円 

５月 １名 ５回 １0.00 0.00 0.00 １0.00 22,670円 

６月 １名 ４回 ８.00 0.00 0.00 ８.00 18,130円 

７月 １名 ５回 １0.00 0.00 0.00 １0.00 22,670円 

８月 １名 ４回 ８.00 0.00 0.00 ８.00 18,130円 

９月 １名 ４回 ８.00 0.00 0.00 ８.00 18,130円 

１０月 １名 ４回 ９.00 0.00 0.00 ９.00 20,410円 

１１月 １名 ４回 ８.00 0.00 0.00 ８.00 18,130円 

１２月 １名 ４回 ８.00 0.00 0.00 ８.00 18,130円 

１月 １名 ４回 ８.00 0.00 0.00 ８.00 18,130円 

２月 １名 ４回 8.00 0.00 0.00 8.00 18,130円 

３月 １名 ４回 ８.00 0.00 0.00 ８.00 18,130円 

合 計 １２名 ５０回 １０１.00 0.00 0.00 １０１.00 228,920円 
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〔７〕障がい者総合支援-移動支援事業（外出支援）の実施 
（１）要 点 

   ・総合支援法の趣旨に沿って、住み慣れた地域で自分らしく生活するために、安全に

外出できるよう障がいの特性・心身の状態に配慮しながら移動（外出）支援を行っ

た。 

∴長期入院の利用者があったことと、新型コロナウイルス感染症の影響もあり利用者

数、回数が減少したことにより収入が前年度比▲６２千円となった。                                    

∴報酬単価が低い為、収益につながりにくいことが課題である。                                     

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：  ０名（昨年度比 ▲2名） 

◆年間延べ利用者数： ２５名（昨年度比 ▲5名） 

◆年間延べ訪問回数：１８６回（昨年度比▲１４回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 
実利用

者数 

訪問 

回数 

訪問時間（時間） 
収 入 

身体 知的 精神 合計 

４月 2名 １７回 25.5 0.0 0.0 25.5 44,250円 

５月 2名 １６回 22.5 0.0 0.0 22.5 48,750円 

６月 3名 １４回 21.0 0.0 1.0 22.0 33,750円 

７月 2名 １６回 24.5 0.0 0.0 24.5 42,750円 

８月 ２名 １１回 19.0 0.0 0.0 19.0 35,250円 

９月 ２名 １７回 24.5 0.0 0.0 24.5 40,500円 

１０月 2名 １７回 26.5 0.0 0.0 26.5 44,000円 

１１月 2名 １７回 25.5 0.0 0.0 25.5 40,250円 

１２月 2名 １６回 25.5 0.0 0.0 25.5 37,500円 

１月 ２名 １３回 22.5 0.0 0.0 22.5 38,000円 

２月 ２名 １６回 25.0 0.0 0.0 25.0 43,750円 

３月 ２名 １6回 27.0 0.0 0.0 27.0 50,000円 

合 計 ２５名 １８６回 289.0 0.0 1.0 290.0 498,750円 

 


